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２ 適正規模 

(1) 小規模校には弊害がある。適正配置を進

めることにより、適正規模を確保してほし

い。 

(2) 小規模校の現状に満足している。それで

も統合するのか。 

(3) 少人数であることや校風、通学の安全面

で光五小を選んで通学している。児童が少

ないから統合するという考え方は納得でき

ない。 

各学校は与えられた環境・条件の中で最善

を尽くしています。また、各学校にはそれぞ

れ良さがあり、過小規模校においては、人間

関係を深めやすいなどの傾向がみられます。

一方、互いに切磋琢磨しあうという集団生活

の良さが活かされにくく、多様なものの見

方・考え方にふれる機会が少なくなる傾向も

あります。特に単学級においては、学級の編

成替え（クラス替え）ができず人間関係が固

定化し、問題が発生した場合、修復が難しく

なりがちです。 

こうした過小規模校の課題を解消し、教育

活動をさらに充実するため、適正配置によ

り、適正規模の確保を図ります。 

(4) 小規模校よりも適正規模の学校の方が良

い教育ができるという立証データはあるの

か。 

 学校教育は一定規模以上の集団の中で学

び合うことを基本としています。学校規模と

教育効果のかかわりについてはいろいろな

見方がありますが、練馬区としては、児童生

徒数が増えることによって、多様な考え方を

持った人との出会いや交流の機会に恵まれ、

学習活動や学校行事が活性化し、活動意欲が

より高まると考えています。 

また、学校には規模の大小にかかわらず校

務分掌があります。小規模校では教員が一人

で何役もこなすことになり負担が増加しま

す。そのため、児童生徒へのきめ細かな指導

や校内研究・研修を行う時間が制約されま

す。学校規模を大きくすることで、教員の数

においても、また資質の向上の面でもメリッ

トがあると考えています。なお、国、東京都

および他区においても、学校に適正な規模は

必要であるという考えを持っています。 
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(5) うちの子が通っている学校は適正規模な

のに、なぜ統合の対象になるのか。 

適正規模を確保する方法の１つが学校の

統合ですが、常に過小規模校同士が隣り合っ

ているとは限りません。そこで、区全域の適

正配置の指針となる適正配置基本方針（平成

17 年４月策定）の中で「統合の組み合わせ、

学校の位置、学校施設の状況などから、適正

規模を維持している学校も、統合の対象とな

る場合があります。」と定めたところです。 

(6) 特別支援学級も、適正規模の学級数に含

めて考えるべきだ。 

 特別支援学級は在籍児童数の関係から学

年を超えて学級を編制しているのに対して、

通常学級は学年ごとに学級を編制していま

す。学校の適正規模を定めた際、１学年あた

りの学級数に着目したため、適正規模の学級

数に特別支援学級は含めていません。 

(7) 今の１学級あたり 20～30 人の規模が

ちょうどいいので、統合しないでほしい。 

(8) 統合を契機に、１学級あたりの人数（40

人）を見直してほしい。 

(9)  区に児童の医療費を無料にする予算があ

るなら、少人数学級を進めるべきだ。 

(10)  区独自で 40 人学級を見直し、光が丘

地区の学校を小規模校のモデル校とするこ

とは考えていないのか。 

 練馬区では東京都の学級編制基準（１学級

あたり 40 人）を基に学級を編制しています。

これは１学級の人数の上限を 40 人とするも

ので、実際には小学校の１学級あたりの人数

は、平均 32.5 人（平成 19 年度）になって

います。 

学級には生活集団と学習集団という側面

があります。 

まず、生活集団の面です。集団が小規模に

なると、集団の中でリーダーとフォロワーと

いう役割が固定化してしまい、一人の人間の

持つ多様な能力が発揮されにくくなります。

また、固定的な少人数集団だけで過ごしてい

ると、切磋琢磨の機会が少なくなります。 

次に、学習集団の面です。児童生徒は、集

団の中で自己の考えや学習結果を他者と比

較したり取り入れたりすることによって、思

考力や理解力を高めることができます。ま

た、それをまとめたり発表したりする体験を

通じて学習の定着度が高まります。こうした
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 学習形態をとるためには、５～６人のグルー

プが６組ほど編成できるだけの学級規模が

必要となります。 

こうしたことから、１学級あたりの規模と

して、平均 30 数人となる現在の状態が好ま

しいと考えています。 

学習面において、より少人数での指導に効

果が期待できる場合には、引き続き、教員の

加配や学力向上支援講師の配置を行い、チー

ムティーチングや少人数指導によって、指導

の充実を図っていきます。 

(11) 近いうちに 40 人学級の見直しがある

のではないか。練馬区でも少人数学級を取

り入れるべきだ。 

(12)  40 人学級の見直しがあった場合、統合

して教室が不足しないのか。 

 国による 40 人学級の見直しは当面ないと

判断しています。今後、学級編制基準の見直

しが実施されたとしても、光が丘全体として

児童数が減少傾向にあるため、施設面で問題

は生じないと考えています。 
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